
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自ら学

ぶ意欲と考える力を持ち、

心豊かで、たくましく生き

る子どもの育成」を達成す

るため、「こどもがざいさんいい学校（財産＝大切なもの＝命）」を合言葉に、保護者

や地域の方と共に、学校経営を行っています。 

校内研究では、「こざい３策」を以下のように定め、日常的に実践をしています。 

〇単元デザインを作成し、資質・能力をバランスよく身に付けさせる 

 小佐井小独自の単元デザインを作成し、カリキュラム・マネジメントの促進等 

〇自分の考えを形成するために必要な「ひきだし」を持たせる 

 既習事項（内容・方法）を児童から出させ、板書に位置付ける 

〇学年に応じた伝え合う場、振り返りの場を設定する。 

 伝える場の設定（目的、いつ、相手） 共通点や相違点を板書に位置付ける 

 学年に応じた振り返りの場（わがともや） 

今回提出された、本時のねらい

においても、①追究対象②着眼点

③到達点を明確に示されているこ

とに加え、＜ねらう「振り返り」

＞を、子どもが実際に書くような

表記で示されています。 

このようなことからも、先生方

は授業のゴール（資質・能力）を

明確にもっているので、参観した

全学級において、余裕をもちなが

らご指導されているように思えま

した。全校をあげて徹底して実践

されていることに感銘しました。 
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